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(戸 田 感 触 )
アルカリ金属における融解限度の圧力効果
阪大基礎工 能 智 紀 台
最近固体に圧力Pをかけてゆくと融解温度 Tmが極大値を持つ実験が報告さ




= ･γ ･; (1)














となるのを示している｡(3)式か ら圧力P,圧縮率 Kが求め られ
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高 圧 に お け る 融 ･解 現 象
京大基研 ' 松 田 博 嗣
§1. ま えが き
不活性気体を含む多くの物質においては,実験室で行われる数 1D万年圧以
下の測定では'その融点 (融解温度 )は圧力と共に上昇するO, しかし Si'Ge,
Ce 乃至は -q 20のように,圧力と共に融点の降下する物質もあり, Cs,Rt)の
ように原子量の大きいアルカリ金属では,第 1図に示すように融解曲線は極大
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節 .1図 Pressure一七emperature Sもability･diagram for
ceslu.a in therange,50-55kbar and_25.7225Oc.The insert
showsthe fusion c里●Ve and･phasefireld･s to 50kbar,
mod_ified_from Kenned_y et al. .
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